
 

 

                         平成２０年度採択分 

平成２３年５月２４日現在 

 

 

 

 

 

 

 

研究の概要：中国の演劇は単なる文化的娯楽に止まらず、中国人の精神構造や意識形成、中華
思想の広がりと深く係わってきた。その源泉は清朝の宮廷演劇にあり、芸能の枠を越えた国策
文化と位置づけられていた。本研究では、清朝の国策であった宮廷演劇文化を取り上げ、その
社会的受容と展開に主眼を置き、清朝宮廷演劇が大清帝国(グルン)体制の中で果たした役割、
延いては現代中国人の意識構造や社会秩序などに演劇が果たした機能を明らかにしてその文化
的、政治的特徴を導き出し、本質的な中国理解を進展させる。 

研 究 分 野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・各国文学・文学論 

キ ー ワ ー ド：大清グルン、宮廷演劇、節戯、内府鈔本、南府･昇平署、儀礼、八旗体制 

 
１．研究開始当初の背景 
(１) 今日、中国の人々は、旧社会での宗教
制や地縁性に回帰し、その紐帯に伝統文化の
一つである演劇を利用している。現代中国の
変容を分析する際、一つの重要な指標になり
得る演劇文化は、清代に今日的姿となった。
その清朝では、国家統治の手段として演劇の
役割が重視された。 
 (２) しかし、宮廷演劇文化の研究は、通
史・作品史で行なわれて来たが、その基盤を
提供した社会や文化、政治との関係について
関心が稀薄で、内府劇そのもの、地方文化形
成との影響関係などは、全く未解決の分野で
あった。 
 
２．研究の目的 
(１) 中国文化・社会の確立に深く影響を与
えた清代の宮廷演劇文化を取り上げ、その性
格と特徴、文化史上の役割を明らかにする。 
(２) 具体的には、清朝の宮廷演劇、つまり
内府演劇の中で、王朝が重視した内府劇の大
戯・節戯に属する戯曲作品に焦点を当て、そ
の内容と性格、テキストの問題、文学性、思
想、後代の地方劇作品などとの関係を明らか
にするとともに、清の宮廷が演劇に求めたね
らいを明らかにする。 

(３) また、大戯が依拠した小説など歴代の
文芸との相互関係に着目し、清朝の出版政
策・文化政策、近現代の戯曲資料の性格につ
いても分析し、近世中国文化研究の基盤作り
をする。 

 
３．研究の方法 
個別課題に応じた５班を設け、ランクを付け
た３段階の重要課題を分担事項に則って行
なう。 
第１段階（テキスト・資料，政治性研究） 
第２段階（第１段階＋文化・社会史的影響研
究） 
第３段階（中国文化・社会の特性研究） 
 
４．これまでの成果 
 研究会はすべて公開とし、若手研究者・院
生に場を提供するとともに、外国人研究者を
招聘して、７回実施した。これとは別に規模
の大きい国際会議を１回主催した。 
 本研究に直接関係する図書は、未公開資料
の社会公開を兼ねて 12 冊出版した。研究論
文は日本語論文 13 本、中国語論文 14 本を発
表している。研究報告・発表は当方が主催し
た研究会では 5 件、国際会議では 16 件、国
内学会では 2件であった。国際会議での発表
はすべて招待発表で、大会用語である中国語
で行なわれた。ニューズレターは 2 冊(図書
に含む)出版し、多面的な研究情報のみなら
ず研究論文も掲載している。 
これまでに得られた知見の概要は、以下の通
りである。 
(１) 連台大戯は、昇平宝筏・楚漢春秋・鼎
峙春秋・昭代簫韶・如意宝冊について、大要
が把握され、出典小説の依拠状況と相違点が
判明した。 
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〔４．これまでの成果（続き）〕 
 
 (２) 節戯の内容は、単に四季の風物のみな
らず清朝の国家事業を讃えるものも含まれ、
政治的な背景が潜むことが推測された。 
(３) 宮廷演劇を考える時の底本としては、
乾隆朝では五色の刊本、及び四色の鈔本を正
本とすべきであるが、嘉慶朝以降では草稿の
ごとき体裁の鈔本、或いは、二色刊本や民間
劇団の台本のたぐいも含め、朝代によって正
本の状況が異なる可能性が出て来たため、資
料学の方面から細分化する必要がある。 
(４) 内務府や昇平署といった宮廷演劇に
係わる官署の役割を念頭に置いて宮廷演劇
の検証すべきであり、その際、恩賞档案など
の文書の利用が有効な働きをする。 
(５) 宮廷演劇研究の底本とされた古本戯
曲叢刊九集は、文化大革命に到る中国現代政
治史と密接な関係を持つ一方、テキストその
ものには、研究上の底本とすることに問題が
ある。 
(６) 清末での西太后が進めた宮廷と民間
の劇本の交流や民間俳優の登用は、民国初の
劇団活動、そして文革期の革命的京劇の指導
的立場にあった俳優を養成することでもあ
った。 
(７) ベトナム使節は、中国国内を通過中に
多くの演劇を見、また同伴した楽部の団員に
北京で演奏などをさせていた。琉球王国でも、
宮中の雅楽である御座楽を清との交流の中
で形成して行った。 
(８) 若手研究者グループを構成し、当初の
研究対象作品以外、新たに混元盒などの着手、
太平天国での宮廷演劇として、キリスト教劇
を加えた新視点を設定するなどして、将来に
亘る宮廷演劇文化研究を持続できるように
した。 
 
５．今後の計画 
(１) 宮廷演劇各作品の梗概集としてまと
まる。テキストや作品研究についての分析結
果を国際学会で発表し、国内外で和文もしく
は中国語による論文とする。 
(２) 北京故宮博物院ほか、ヨーロッパ・ア
メリカに資料調査を行ない、テキストデータ
を集積する。また、宮廷演劇資料を刊行する。 
(３) 公開の研究会、国際研究集会を通し、
情報の交換、成果の取りまとめ、若手研究者
の育成を図る。 
 
６．これまでの発表論文等（受賞等も含む） 

（研究代表者は二重線、研究分担者は一重下
線、連携研究者は点線） 
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